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第２章 地形・地質 

 

１ 調査概況 

  調査対象及び調査対象地域 

 調査対象は広く一般的な地形及び地質ということであるが、中・北部の山地地域を除け

ば地形に一部人工的な手が加えられていることも多く、全域にわたって十分な観察調査が

できるとはいえない。 

 また、一方地質についても、野外において観察できる露頭（岩石や地層が被覆されずに

露出しているところ）の調査を進めるわけであるが、山地、丘陵地は植生に覆われ、低地

は人工的に被覆されているため露頭は極めて少なく、調査対象は限られていた。 

 しかし、そのような状況の中にあっても、限られた露頭を調査の対象とし、可能な限り

での地質概要を把握し、保護、保全すべき貴重な地質、岩石、鉱物などについて調査を実

施した。 

  調査期間 

 今回は平成１１年度から平成１４年度までの４年間にわたって主として調査を行った。

しかし、宇部市全域の広さを対象とすると、４年間は必ずしも十分とは言えず、調査のま

とめのために用意された平成１５年度も、まとめだけではなく補足的な調査を実施せざる

を得なかった。 

また毎年、主として野外の実地調査を行ったのは４～６月、８～１０月が多く、それ以

外では文献調査、聞き取り調査などを行った。 

  調査方法 

 参考文献並びに既存資料の調査をあらかじめ行い、それらに基づいておよその地質状況

を把握した上で野外を実際に歩いて調査を行った。調査は露頭をくまなく観察し、岩石及

び鉱物の分布状況を把握した。また、必要に応じて現場の写真撮影を行った。 

 それらの結果をすべてまとめあげ、宇部市の地形及び地質の状況を地質図とした。 

  保全すべきものの選定基準、価値区分 

 地質及び地形は、本来ある範囲の連続した地域として区分されるべきものであり、その

性質上特定の狭い範囲、あるいは場所を限ることは非常に難しく、したがって“保全すべ

きもの”という基準を決めることは極めて困難である。大雑把に言えば、地形並びに地質

から見て、宇部市全域の中で保全すべき地域として重要なものは、平成８年から約１年間

の前回の調査において取り上げた（イ）小野湖周辺の地域、（ロ）霜降山地域、（ハ）東部

岐波海岸地域の３地域であると言っても過言ではない。 

 しかし、あえて人間活動の対象、基礎となる地質及び地形の保全という観点から一応の

価値基準を以下のように設定した。 

 Ａ．指定物件（ａ．天然記念物、ｂ．蒐集破壊の危惧あるもの、ｃ．環境保全調の指定

物） 

 Ｂ．希少分布（ａ．全国的に希少、ｂ．地域で希少） 

 Ｃ．資料（岩石あるいは鉱物または地形）の価値（ａ．自然保護上重要、ｂ．環境保全

上重要、ｃ．学術研究上重要、ｄ．市民の学習上重要） 

 Ｄ．その他 
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るが、上部層の宇部夾炭層は海岸近い部分に分布し、ゆるく傾斜しつつ周防灘海底にまで

広がっている。第４紀洪積層は岐波から厚東川河口に至る海岸に沿い、一部内陸に広がる

海岸段丘上に広く分布している。 

 以下、これらの岩石、地層について簡単に述べる。 

 

表２－１ 地質層序 

 

 

 ａ．三郡変成岩類 

 宇部市岐波から小野田市西泊にかけて東西１８ｋｍ、南北６ｋｍの範囲内に露出し、北

は多くの場合花崗岩に接しており、南部海岸地域では宇部層群や洪積層、沖積層によって

不整合に覆われて極めて断片的な分布を示している。特に、片倉から西へ請川南側を経て

小羽山、小串に至る間では連続して広い範囲にわたり露出している。これらの地域では非

常によく露出し、また数箇所で関連蛇紋岩を過去採掘していたこともあり、産状をよく観

察することができるが、市域北部の小野湖中流域等では新鮮な露頭はほとんどない状態で

ある。 

 本変成岩類は、泥質岩起源の黒色片岩及び塩基性火山岩起源の緑色変岩、一部砂質片岩

から成り、その片理面は走向Ｎ６０～８０ で、傾斜は３５～４０ Ｗである。 

 黒色片岩は黒白の美しい縞状を呈し、これが普通微細な褶曲をしている。黒色部は主と

して黒雲母、絹雲母、石墨、炭質物などから成り、白色部は石英と長石により構成されて

いる。 

 一方緑色片岩は、緑色黒雲母、緑れん石、透角閃石、陽起石、滑石及び石英、長石から

成り、より複雑な鉱物編成となっている。 

 これら三郡変成岩類は、古生代の堆積層及び塩基性岩類が古生代後期から中生代初期に

わたる広域変成作用により形成されたもので、一般に比較的高圧の変成条件で変成された

ものと考えられている。 

 ｂ．蛇紋岩 

 上記の三郡変成岩類に貫入する形で、その分布に密接に伴って宇部市街地北部では請川
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部炭田が生まれ石炭の生産が行われて現在の宇部市の基をつくったと言える。炭層の層準

をも含めた宇部炭層群の層序を表２－２に示しておく。 

 

表２－２ 宇部層群層序（含炭層層準） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ－１）厚東川礫岩層 

 主として厚東川流域に特徴的に発達する礫岩及び含礫砂岩層で、本層は宇部層群の基底

部に相当する。層厚は厚南で４０～５０ｍ、北方、上流に行くほど厚さを増す傾向があり、

厚東川中流域では１００ｍを超える。礫の大きさは厚東川の上流と下流とで異なるが、宇

部駅周辺ではほぼ拳大程度のものが多く、礫の種類は珪岩、花崗岩、結晶片岩、砂岩、頁

岩などの円礫でその大きさは余りそろっていない。 

 ｅ－２）岐波層 

 東部海岸沿の片倉から井関、北方八幡宮に至る低い丘陵地にのみ分布している。厚東川

中流域の持世寺温泉附近では厚東川礫岩層と漸移し、同層とは同時異相の関係にあること

を示している。褐色ないし帯青色のシルト質細粒砂岩、泥岩を主体とし、下部では含礫砂

岩を挟んでいる。一般に層理に乏しく、層厚は５０ｍ以下、走向はＮＥ～ＳＷ、傾斜１０°

ＳＥ程度である。火山灰層が含まれることも多く、床波及び王子方面や片倉温泉東方では

この火山灰層の中に黄鉄鉱結晶を含有することが多い。 

ｅ－３）宇部夾炭層 

 前述の厚東川礫岩層、岐波層の上に重なっている数枚の稼行炭層を含む地層を宇部夾炭

層と称している。常盤池周辺から片倉にかけて以前は海側に比較的よく露出していたが、

最近ではほとんど見られない。洪積層、沖積層の下では連続して分布することが確かめら

れており、海底にまで広がりを見せて分布している。 

 また、市の西部では、小野田市との境界に見られ、宇部市域外、有帆川流域の小野田市、

楠町にも本層は広く分布している。層厚は陸上部では９０ｍあるいはそれ以下で、主に灰

 炭層層間（ｍ）  炭層（層厚ｃｍ） 
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２０～２４ 
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 １４～２０ 
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  ３～１１  

 

 

宇
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部 

 

層 

 

群 

     厚東川礫岩層 

 

岐波層 

 

一重石層（４０～７０） 

二重石層（３０～５０） 

 

 

大泥層（１１０～１７０） 

 

 

五段層（１２０～１６０） 

二段層（３０～６０） 

三尺層（３０～１３０） 
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色ないし帯青灰色の砂岩、泥岩から成り、その間に礫岩及び炭層を挟んでいる。 

 表２－２に示したように、本層は一般に三つの部層に分けられ、下部層の最上位に五段
イツダン

、

中部層の最上位に大派と名づけられている宇部炭田での主力稼行炭層があり、そのほかに

も数枚の炭層が挟在している。本層は、常盤池以東では岐波層の上に整合に重なっている

が、常盤池以西では岐波層を欠き直接三郡変成岩類及び蛇紋岩の上に不整合で直接累重し

ている。 

 ｆ）洪積層 

 第４系の地層のうち洪積層は市域南部の岐波から真締川に至る広い範囲に発達する海岸

段丘上に宇部夾炭層を傾斜不整合で覆って広く分布する。 

 この第４系については多くの研究がなされているが、高橋・河野（１９７５年）によっ

てまとめられた層序を表２－３に示しておく。海岸段丘は時代が古いものほど高度が高く、

時代が新しくなるに従って段丘面は低くなることに留意されたい。 

 

表２－３ 宇部・小郡地域の第４系の地層と段丘 

 
 

 ｇ．沖積層 

 東層は厚東川・真締川などの河川流域、特に河口域の平坦地を構成し、砂礫と粘土層か

ら成っている。 
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まに列挙したのみで、より詳細な調査と検討を加えれば、より多くの保全すべき重点地

域並びに地点が挙がってくることは言うまでもない。ここでは、前述した保全すべきも

のの選定基準、価値区分に従って取り上げた各項の説明をごく簡単に記しておく。 

ａ．東部海岸（岐波海岸）地域（含日の山） 

 宇部市の地質の基盤である三郡変成岩類及び蛇紋岩が海岸に広く露出し、日の山とと

もに砂浜とは異なる美しい景観を呈しており、学術研究上、市民の学習上貴重なもので

ある。標式的露頭であるとともに、後出のように珍しい岩石、特に鉱物が多く産出する。 

ｂ．霜降山周辺地域 

 市民の憩いの場として市街地からも近く、また美しい自然が保たれている。特に山系

の西側はほとんど開発されていないので貴重である。 

ｃ．小野湖周辺地域 

 厚東川上流域をダムで堰止めた人工湖ではあるが、周囲は十分に自然が保たれており、

周辺には中生代、三畳紀の埴生層群を含む多種類の岩石、地層が分布している。また、

宇部市民の水源であることは環境保全上重要である。美しい景観に恵まれているが、現

状は自然が壊される懸念なしとは言えない。 

ｄ．平原岳周辺地域 

 近辺には集落はあるものの、宇部市最北部にあることから、ほぼ完全に自然が保たれ

ていることは貴重である。また、市域内では他地域では見られない多様な岩石、地層が

観察され、地質は複雑で学術研究上重要である。 

ｅ．須恵（宇部・小野田境界丘陵）地域 

 宇部市はかつての石炭採掘により発展した歴史を持っているが、住宅地の開発により

市域内で現在石炭露頭を見ることはできない。宇部興産道路が通っているこの地域のみ

丘陵が保たれ、現在陸上で宇部炭田の石炭層を観察できる唯一の地域である。歴史上、

学術研究上、学習上重要である。 

 

１ 日の山と花崗岩の露頭 

 日の山は全山花崗岩の残丘であり、自然環境が保存されている。花崗岩の観察には霜降

山とともに最適であり、山頂からの風光は明媚である。 

２ ロジン岩（Lozingite）の貫入露頭 

 ロジン岩そのものが大変希産出の岩石で透輝石、緑れん石、ヴェスヴィアナイト、緑泥

石、ざくろ石などの集合体から成る堅硬な岩石である。ここでは、三郡変成岩中に貫入し

ているのが観察される。 

３ 三郡変成岩（結晶片岩）と蛇紋岩の接触部 

 結晶片岩中に蛇紋岩が貫入している接触部がここでは観察でき、この接触部に透角閃石、

透輝石、クリノゾイサイトなど種々の鉱物が観察され、学術研究上重要である。 

４ 蛇紋岩中の透角閃石脈 

 蛇紋岩中の透角閃石の存在は普通であるが、ここに見るように透角閃石（tremolite）の

細脈がネットワーク状に発達しているケースは非常に珍しく、また美しい。自然学習上興

味深い。 

５ 球状（粒状）マグネサイト（Magnesite） 

 蛇紋岩中の細脈状マグネサイトは普通に見られるが、このような数センチに及ぶ球状マ

グネサイトの産状は大変珍しい。学術研究上、市民学習上重要である。 
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図２－２ 保全すべき地形・地質分布図 
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